
１ テーマ名 

水稲低収要因解明に向けた着眼点整理による改善マニュアル(体系図)作成 

 

２ 目的 

低収の根本原因の早期発見と的確な対策実行による早期の低収脱却に向け，現

場指導に当たる指導者向けの着眼点の体系整理を行う。 

※コスト低減は，投入コストの低減と収量維持・向上の両輪が機能して初めて実

現するものである。投入コスト低減については主に県域調査研究で検討を行う

こととし，本所内研修では，収量改善の視点からアプローチを行う。 

 

３ 調査研究の内容 

具体事例を踏まえた低収要因解明のための着眼点の体系図（ロジックツリー）

の作成 

 

４ 成果 

（１）具体事例を踏まえた低収要因解明のための着眼点の体系表作成（作成途中） 

（２）着眼点整理表を活用した水稲低収経営体における要因解明と対策策定 

 

５ 普及指導活動における活用方法 

低収経営体に対し，作成中の着眼点体系表を参考に低収を招いている根本原因

の特定・解明と改善に向けた具体的な改善策の提示ができるよう活用するととも

に，今後さらなる内容の充実を図る。 

 

６ 留意事項 

本体系表を活用することで活動及び着眼点についてムダ，モレ，ダブリがない

よう，チェックリスト的に活用することで，H30年の大きな米政策の転換を踏まえ，

スピード感をもった活動展開を行う必要がある。  



［別紙資料（データ等）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ マニュアル策定に向けたアイデア抽出 

 

 

 

図２ マニュアルイメージ（初期生育部分を一部抜粋） 



《マニュアルを活用した低収改善事例》 
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